
１．目　的
　　この仕様書は、佐賀県税事務所（以下「事務所」という。）の警備業務（以下「委託業務」と
　いう。）に関する仕様を定め、当該業務を合理的かつ効率的に執行することを目的とする。

２．適　用
　　委託業務は、この仕様書に基づいて実施する。
　　なお、この仕様書に記載のない事項で委託業務の性質上実施する必要があるものについて
　は、その都度、委託者（以下「県」という。）と受託者で協議するものとする。

３．委託内容
　　受託者は、委託業務の実施時間中（以下「警備時間」という。）を機械による警備及びカメラ監視
　（以下「機械警備」という。）で行うものとする｡

４．警備時間
  　警備対象施設に勤務する職員から警報機器等の作動開始の信号を受けた時から始まり、警報機器
　等の作業解除の信号を受けた時に終了するものとする。
    但し、カメラ監視については２４時間とする。

５．警備の方法　　　
　（1）アラームシステムによる機械警備で、警備対象施設に侵入者を感知できる機器を設置
　　 すること。
　（2）警備対象施設の周辺を確認できる防犯カメラを３台設置すること。
　（3）警備の範囲及び防犯カメラ設置に必要となる警報装置類は別紙図面のとおりとする。
　（4）警備時間において、異常があった場合は速やかに関係機関（警察署、消防署等）の
　　 指定された連絡先に通報するとともに、警備員を異常発生の情報受信から２５分以内に
　　 現場に到着させ、事故等の拡大を抑止すること

６. 機械警備に要する設備機器の種類及び数量
　（1）設置に必要な機器は、事務室等を網羅できる機器及び数量を設置すること。また、警備対象
　　 施設に設置されている電子錠と連携できる制御盤を設置すること。
　（2）設置に係る費用については、受注者の負担により設置すること。
　（3）機器は契約締結後設置するとともに、契約期間満了（契約解除）した場合は、受注者
　　 の負担で速やかに機器を撤去すること。

７. 警備の条件
　（1）警備業務は、事務所の財産について、火災、盗難及び事故の未然防止と秩序維持のため
　　 の警備とする。
　（2）警備担当及びその他の従業員については、責任感厚く誠実かつ健康なものとする。
　（3）事務所に派遣される警備担当員は、受託者において定める制服制帽を着用し、民間人と
　　 の区別を明確にするものとする
　（4）警備担当員が使用する警備装具その他警備に必要な用具は、すべて受注者において負担
　　 するものとする。
　（5）受託者の責に帰すべき事由によって、県が被った損害又は県職員の被害については、
　　 相当の保証を行うものとする。

８．機械警備の報告
　　　毎月の警備終了後は、当該月の状況を記録し、翌月初旬に文書をもって県に報告するもの
　　　とする。

９．警備員に関する事項
  (1)  受託者は、警備員に民間人との区別を明確にした制服を着用させなければならない。
  (2)  受託者は、警備員が常に適切な措置を講じるよう、警備員を教育、指導、訓練しなけ
　　ればならない。
  (3)  受託者は、警備員（予備員を含む）の氏名及び履歴を記載した名簿を県に提出しなけ
　　ればならない。また、 警備員を変更したときも同様とする。
　　　　　　　　　　　　　　提出期限　令和７年　　月　　日
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10．警備員の責務
  (1) 警備員は、万全を期し誠実に機械警備を実施しなければならない。
  (2) 勤務上知りえた秘密・情報等を漏洩しないこと。

11．緊急時における対応
　　警備員は、緊急時には迅速かつ的確に対応するものとする。
　　特に、挙動不審者を発見したとき、事件事故等が発生したときは、必要に応じて警察署
　及び消防署、佐賀県税事務所総務課へ通報する等、被害の拡大防止に努めるものとする。

12．法令等の遵守
　　受託者は、機械警備の実施に当たり関係法令等を遵守しなければならない。

13．安全の確保
  (1) 機械警備の実施に当たり安全衛生に関する管理は、受託者が関係法令等に従って行う
　　ものとする。
  (2) 受託者は、安全確保のため巡回警備計画を定め、警備員にその周知徹底を図ること。
  (3) 受託者は、人、施設、備品等に危害・損害等を与えないよう万全の措置を講じること。
　　　なお、危害または損害を与えた場合、あるいはその恐れがある場合は、直ちに県に報告
　　し、その指示を受けるものとする。

14．鍵の保管
　　委託者から預かった鍵類は、受託者の責任において厳重に保管すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　

15．損害賠償
　　警備員が業務実施に際して、県に損害を与えた場合は、受託者は、その賠償の責めを負う
　ものとする。第三者に損害を与えた時も同様とする。



(別紙) 佐賀県税事務所機械警備配置図仕様書

記号 機械名 数量

＜特記事項＞

・佐賀県税事務所入り口に設置予定の電気錠と連動できること                                                                                                                                                                                                                   

 （株）ゴール 機能切換型電気錠EUシリーズ

・電気錠と機械警備を連動する制御盤を設置すること

・防犯カメラ(屋外用）の設置については、コンクリート貫通工事を

 行ったうえ、配線等の引き込みを行うこと

・上記工事は、12月４日から12月８日までの期間に実施すること

・機械警備の通信はモバイル通信(SIMカード）で対応すること

・機械警備に必要な機器及び監視カメラの設置については、受注者で

 負担すること

入退所用非接触キー等 全職員分

ドームカメラ 1

カメラ 2

レコーダー 1

モニター 1

1主装置

操作盤 1

センサー 8～10

制御盤 1


